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桜もあっという間に散り、葉桜の季節となり、日中は汗ばむ日も多くなってきましたが、
皆様いかがお過ごしでしょうか？春も終わりに近づいて参りましたが、まだ朝晩は冷
え込む日もありますので、風邪など引かれません様、ご留意下さい。

平成30年度 地域医療実習が行われました。

来る超高齢化社会に対応できる医師を養成する上で、将来選択する専門領域に関わらず、
プライマリ・ケアや地域医療についての理解と一定の能力を身に着けさせることが求められ
ており、様々な医療の場を活用し、卒前から一貫した教育を行うことが必要となっています。
そのため、本医学部では、地域社会（僻地を含む）で求められる医療・保健・福祉・介護 の
活動について学ぶことを目的として、地域医療実習を行っています。診療技術を学び、修得
するのみでなく、地域での医療を行う上で必要とされる態度の修得、地域社会の理解、コメ
ディカルや住民とのコミュニケーションの向上も重要な目的としています。
今年度の地域医療実習は、4月23日(月)～4月27日(金）の期間で、各診療科の臨床実習
を一通り行った医学生6年生を対象とし、地域の先生方のご協力のもと、行われました。現行

の大学病院を中心とした大病院での臨床実習に加えて、地域での臨床実習を体験すること
により、大学で教育することが困難なプライマリ・ケアと地域医療を広く学び、地域医療への
理解が深まったのではないかと思います。近い将来、医師になる具体的な動機付けとなり、
さらに、地域への愛着を深める機会にもなったのではないでしょうか。
地域の先生方のご協力のもと、今年度の地域医療実習も大変有意義なものとなり

ました。ご協力頂きました先生方、大変有難うございました。

国試対策セミナーが開催されました。

4月20日（金）に国試対策セミナーが開催されました。まず、白澤先生、藤宮先生に国試へ

の取り組み方や国試対策のポイントをご講演頂きました。それに引き続いて、今年の国試に
合格し、現在、研修医1年目の先生方から、ご自身の国試に向けた勉強のスケジュールや勉
強方法をご紹介頂きました。国試を身近に捉えることができ、国試の準備に活かせるお話が
沢山聞けた機会となったのではないかと思います。6年生の皆さん、今回の国試対策セミ

ナーを活かして、国試に向けて頑張って下さい。
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1年生を対象とした医学入門で医学部附属病院見学実習を行いました。

4月24日（火）の医学入門では、 内科系（計13診療科）と外科系（計11診療科）の診療科に
ご協力頂き、医学部附属病院見学を行いました。4~5名のグループに分かれ、各診療科の

先生方に引率して頂き、各診療科や手術室を見学しました。ほとんどの学生にとって、実際
の医療の現場に触れるのは初めてで、これから医学を学ぶにあたり、大変貴重な体験に
なったのではないかと思います。今回の病院見学に関して、レポートを作成し、それを基に基
盤系各講座で小グループ学習を行う予定です。

ご協力頂きました各診療科の先生方、どうも有難うございました。

新eYUMEの説明会を開催しました。

今月よりeYUMEがリニューアルしました。従来のeYUMEから変更となった点を中心に説明を

行いました。以下に、簡単に新eYUMEについて説明します。まず、小串キャンパス内（研究室

等）で、LANケーブルもしくはwifi (yunet)を使用して、 eYUMEにアクセスし、山口大学から発行

されているＩＤ、パスワードを使用してログインを行います。従来のeYUMEから大きく変わった

点として、各教員が自ら担当する講義・実習について、授業概要（授業のねらい、キーワード、

学習目標、関連授業）や授業内容詳細をいつでも修正することができる点が挙げられます。

この際、ご注意して頂きたいのは、授業内容詳細編集画面を更新して（新しい参照ファイルを

添付する場合も該当します）、編集画面を保存すると、従来の授業内容詳細本文をはじめ、

添付されていた参照ファイルも消去されてしまいます。そのため、まず最初に従来の授業内

容詳細本文をはじめ、添付されている参照ファイルの保存を行って下さい。また、学生は、講

義の都度、設定された学修目標をどの程度身に付けることができたかを自己評価し、またユ

ニット終了後に”到達目標“をどの程度身に付けることができたかを自己評価しますが、学生

毎の”学修目標“と”到達目標“の達成度合を担当教員が把握することも可能となっています。

このように、新eYUMEでは、教員が学生の学修成果を把握

でき、また、学生と教員が双方向で情報交換をすることが

可能となります。今後、実際に新eYUMEを使用していく中で、

様々な気づきや改善すべき点が生じてくると思いますが、

その際は是非、医学教育センターまでご連絡頂きます様、

宜しくお願い致します。


